
診療報酬に係る院内掲示 

 
【医療情報取得加算に係る掲示】 

オンライン資格確認や電子処方箋のデータ等から取得する情報を活用することによ 

り、質の高い医療の提供に努めています。正確な情報を取得・活用する為マイナ保険

証の利用にご協力をお願いいたします。 

 

【外来感染対策向上加算に係る掲示】 

当院は院内感染防止対策として、必要に応じて次のような取り組みを行っています。 

①当院は新興感染症の発生時に自治体の要請を受けて発熱患者の診療等を実施する 

「第二種協定指定医療機関」に指定されています。 

②感染管理者である院長を中心に職員一同院内感染対策を推進します。 

③院内感染対策の基本的考え方や関連知識の習得を目的に研修会を年２回実施しま

す。 

➃感染性の高い疾患（インフルエンザや新型コロナウイルス感染症など）が疑われる

場合は、一般診療の方と空間、時間を分けた発熱外来にて対応させていただきます。 

⑤標準的感染予防対策を踏まえた院内対策マニュアルを作成し、従業員全員がそれに

そって院内感染対策を推進していきます。 

⑥感染対策に関して基幹病院と連携体制を構築し、定期的に必要な情報提供やアドバ

イスを受け、院内感染対策の向上に努めます。 

⑦当院は受診歴の有無に関わらず、発熱その他感染症を疑わせるような症状を呈する

患者さんの受け入れを行います。 

 

【明細書発行体制加算に係る掲示】 

当院では、医療の透明化や患者様への情報提供を積極的に推進していく観点から、領

収書の発行の際に明細書を無料で発行しております。明細書の発行を希望されない方

は受付へその旨お申し出ください。 

 

【一般名処方加算に係る掲示】 

当院では後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組み

などを実施しています。後発医薬品ある医薬品については、特定の医薬品名を指定す 



るのではなく、一般名処方によって、特定の医薬品の供給が不足した場合であって

も、患者様に必要な医薬品が提供しやすくなります。ご理解ご協力のほどよろしくお

願いいたします。 

※一般名処方とは：お薬の商品名ではなく、有効成分をもとにした薬品名での処方箋

を記載することです。同じ薬品で、様々なメーカーが薬を作るようになり、先発品に

比べて後発品は薬価が低いため医療費の削減につながります。 

 

【保険外負担に関する事項について】 

予防接種 

インフルエンザ 3,850 

肺炎球菌 8,800 

帯状疱疹（シングリックス） 22,000 

風疹 7,700 

麻疹 6,600 

麻疹風疹 11,000 

流行性耳下腺炎 6,050 

B 型肝炎 7,700 

検査 

（抗体検査）   

麻疹 3,300 

風疹 3,300 

水痘 3,300 

流行性耳下腺炎 3,300 

B 型肝炎 2,200 

健康診断 一般（法定 11 項目） 11,000 

文書 
診断書 3,300 

生命保険会社診断書 5,500 

その他 
紙パンツ 300 

CD-R 330 

 


